
編集方針
高田製薬株式会社は、全てのステークホルダーの皆さま

に私たちの CSR（Corporate Social Responsibility：企
業の社会的責任）の取組みをお伝えし、理解を深めていた
だくために、CSR 報告書を発行いたしました。

開示情報に関する注意事項
本報告書には、高田製薬株式会社の過去と現在の事実だ

けでなく、公開日時点における計画や見通し、経営方針・
経営戦略に基づいた将来予測が含まれています。

諸条件の変化によって、将来の事業活動の結果や事象が
予測とは異なったものとなる可能性があります。

TAKATAの経営理念

私たちは研究開発型企業として、常に技術の向上を図り、独創的な製品を開発し、高品質の製品を適正
に供給することにより、人々の健康に貢献し、社会的信用を確保するとともに、会社の発展と社員の
幸福および協力者の共栄を求めて事業を進めて参ります。

◆安心品質………妥協なき高度な品質水準、品質管理への惜しみない尽力
高品質の主原料を厳選して調達し、製品出荷まで全工程を厳しく管理。最新鋭の検査・測定機器の導入
で、高度な品質検査を実現しています。

◆安定供給………急な発注や需要拡大にも対応しうる供給体制
安定供給を続けることは、私たちの使命です。

◆安全情報………的確に迅速に
ひとりでも多くの人々の健康に貢献したい。日々、情報の提供と収集に努めています。

私たちの医薬品には、3つのAがあります

⃝常に患者さん、医療関係者の声に耳を傾け、ニーズに合った高付加価値な医薬品を提供します。
⃝長期にわたり使用され有効性と安全性に優れた医薬品を、経済的・安定的に提供します。
⃝常に品質確保に対する高い意識を持ち、信頼される最高品質を目指します。
⃝常に独創的な視点を持ち、新たな技術を追求し、より高度な研究開発に取り組みます。
⃝良き文化と伝統を継承し、企業価値を持続的に高めます。

私たちの使命

ブランドマークの名称は、
" サクラ・グローバル " です。
日本の企業として、世界中の人びとの健

康を願って、高品質で高付加価値な医薬品
の開発にチャレンジしてまいります。

ブランドマークについて

1.　

会 社 概 要 （2021年9月30日現在）

社　　　名	 高田製薬株式会社
本社所在地	 埼玉県さいたま市南区沼影1丁目11-1
設立年月日	 1928年11月
代　表　者	 代表取締役社長　高田　浩樹
従 業 員 数　	 796名
事 業 内 容　	 医薬品の製造・販売
	 　　　　清涼飲料水・健康食品の製造
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1895年 2月 東京都淀橋区（現新宿区）に高田益次郎が
家庭薬中心に創業

1928年 11月 高田製薬株式会社に変更
代表取締役社長　高田源兵衛就任

1945年 9月 東京都向島区寺島町（現墨田区東向島）に
本社移転

1954年 12月 代表取締役社長　関根穀一就任

1960年 9月 代表取締役社長　高田伊之助就任

1964年 2月 埼玉県大宮市（現さいたま市大宮区）大成町に
大宮工場竣工

1971年 9月 初めての営業事務所を開設（新潟県）

1973年 1月 日本化薬株式会社と販売提携

1975年 12月 塩野義製薬株式会社と販売提携

1977年 7月 埼玉県大宮市（現さいたま市西区）宮前町に
大宮工場（GMP適合工場）移転

1980年 7月 東京都台東区鳥越に本社移転

9月 名古屋営業事務所開設

10月 株式会社ヤクルト本社と販売提携（健康食品）

1984年 12月 大阪営業事務所開設

1985年 6月 代表取締役社長　高田茂樹就任

1993年 12月 福岡営業事務所開設

1994年 1月 幸手研究所・工場竣工

2002年 2月 大宮第二工場竣工

7月 札幌営業事務所開設

2006年 12月 株式会社ヤクルト本社と販売提携（医薬品）

2007年 3月 北埼玉工場竣工

2010年 12月 代表取締役会長　高田茂樹就任
代表取締役社長　高田浩樹就任

2014年 5月 幸手工場　物流センター棟、内服固形製剤棟
竣工

2016年 4月 埼玉県さいたま市南区に本社移転

6月 東京支店開設

2019年 6月 ベトナムへの輸出開始

12月 アルゼンチンへの輸出開始

2022年 5月 セオリアファーマ株式会社と資本及び業務提携

事業の強みと特徴

1 TAKATA３つのA 安心品質
安心な品質基準は、高い水準の品質保証体制が支えています。

高田製薬の品質管理は主原料の調達から始まります。高品質の主原
料は国内外から厳選して調達していますが、必要に応じて直接製造元
を査察し、高品質を保証しています。

製造工程においては、工程ごとに厳密な工程管理値を設定し規定の
値をクリアしたものだけを次の工程に進めるなど、製品の出荷まで全
工程を厳しく管理しています。

なかでも一番厳しい基準での管理が求められる注射剤の製造工程で
は、無菌状態の維持など作業環境の管理にも万全を期しています。常
に高度化する GMP ※への対応を行うとともに、厳しい教育訓練を受
けた検査員による厳格な品質管理と最新鋭の検査・測定機器の導入に
よって、より高度な品質検査を実現しています。このような徹底した
品質管理は、高度に連携した品質保証体制により維持され、原料の調
達から出荷までの安心な高品質を支えています。
※ GMP（Good Manufacturing Practice）

「医薬品の製造管理及び品質管理に関する規制」：高品質の医薬品を製造するために必要な製
造所の構造設備や製造管理及び品質管理の全般にわたって、医薬品の製造を行う者が守るべき
要件を定めた規則

2 TAKATA３つのA 安定供給
私たちの安定供給体制は、永年培った製剤技術と最新鋭の設備が生み出しています。

安定供給を続けることは医薬品メーカーとしての使命です。
高田製薬では、さいたま市西区には内服固形製剤、内服液剤、注射剤を製する大宮工場と軟膏、クリーム、ローション剤な

どの外用剤を製する大宮第二工場、幸手市には、内服固形製剤専用の幸手工場、そして、加須市には凍結乾燥剤・液剤等の注
射剤を製する北埼玉工場と埼玉県内に 3 つの生産拠点を構えています。

埼玉県内に生産拠点を集約することで、それぞれの拠点のコミュニケーションの向上とアクセス性を活かし、高品質な製品
の安定供給体制を敷いております。幸手工場はグローバルな GMP への対応、お客様から信頼される品質、自動化の推進によ
る効率的生産の実現をコンセプトのもとで３極（米国、欧州、日本）GMP に準拠する最新の製造設備とシステムを導入しま
した。これらの工場では最新鋭の設備を導入し、原料の入荷、秤量から最終包装まで一貫した生産体制を整えています。確
かな安定供給を維持・遂行するために、生産と出荷の需給バランスを PC システムで効率的に管理するとともに、環境変化や
MR 情報を的確に把握し、綿密に分析して生産計画をコントロールしています。

また、常に内外の状況を確認し、急な発注や需要拡大にも対応しうる供給体制を構築し、安定供給に努めてまいります。

沿　革
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